





























































































































































































































































































































































































































































































































































































Breed 2014 2013 2009
1 Retrievers（Labrador） 1 1 1
2 GermanShepherds 2 2 2
3 Retrievers（Golden） 3 3 4
4 Buldogs 4 5 7
5 Beagles 5 4 5
6 YorkshireTerriers 6 6 3
7 Poodles 7 8 9
8 Boxers 8 7 6
9 FrenchBuldogs 9 11 24
















































































































































































10 国際畜犬連盟 （FCI， Federation Cynologique
Internationale）が定める犬種標準（スタンダード）
により，LabradorRetrieverの毛色は，ブラック
（濃淡のないブラック一色），イエロー（クリームか
らフォックスレッドまでが許容される），チョコレー
ト（ブラウンからダークブラウン）の三種類が公認
されている。
11「日本初，プードルを盲導犬に訓練栃木盲導犬セン
ター」『厚生福祉』2000，4889 11
12 参考文献，『盲導犬の科学選抜，育成および訓練』
165頁参照
13 参考文献，井上（1994:277），福井（2008:25）参
照
14 公益財団法人北海道盲導犬協会，公益財団法人日本
盲導犬協会，公益財団法人東日本盲導犬協会，公益
財団法人アイメイト協会，公益財団法人日本補助犬
協会，財団法人中部盲導犬協会，公益財団法人関西
盲導犬協会，社会福祉法人日本ライトハウス，社会
福祉法人兵庫盲導犬協会，公益財団法人九州盲導犬
協会の10団体である。
15 公益財団法人日本盲導犬協会の2014年度事業報告で
は，協会で繁殖した仔犬117頭，訓練を行った候補
犬182頭，41頭が盲導犬として合格したとある。公
益財団法人日本補助犬協会の同年度事業報告では，
―88―
国名 人口 盲導犬実働数
イギリス 約5,500万人 4,400頭
アメリカ 約2億2,000万人 8,000頭
スウェーデン 約850万人 250頭
オーストラリア 約1,500万人 750頭
ニュージーランド 約300万人 84頭
日本 約1億2,000万人 700頭
繁殖1件，盲導犬の認定2頭。財団法人中部盲導犬
協会は，産出40頭，訓練犬30頭，貸与8頭など，
それぞれの協会で公開している項目や表記が異なる
ため，単純な比較は難しい。また，事業報告が年度
毎であることから，出産数やパピーウォーカーの委
託時期，訓練開始月齢によって単年度の集計では表
し難い内容である。
16 盲導犬訓練施設，盲導犬使用者，盲導犬元使用者，
盲導犬希望者，一般視覚障害者を対象に行ったアン
ケート調査で，アンケート発送配布数:4,223通，回
収サンプル:2,566通（回収率60.8％）となっている。
17 日本財団「参考:一般視覚障害者の，全国における
盲導犬希望者数の推移について」参照
18 アイメイト協会では，盲導犬を独自にアイメイトと
呼んでいる。
19 竹前は，アクセス権の法源を，憲法13条の「幸福追
求権」，憲法25条の「生存権」から引き出し得ると
している。
20 続けて，このことは盲導犬に関する絵本や児童書の
内容がほぼ同様であることからみても推測できると
述べている。
21 参考文献 下村他（2001:38）参照
22 参考文献 柳沼（1997）参照
23 参考文献，井上（1994:283）参照
24 参考文献，井上（1994:284）参照
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